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１．はじめに 

阪神淡路大震災(1995 年)以降、道路橋におけるゴム支承の採用が一般的になって久しいが、その実際の挙

動についての実測データは乏しい状況にあり明確には把握されていない。特に鉛直変位については伸縮装置

部の段差発生の一要因となり、伸縮装置の損傷，騒音の発生，照明柱・標識柱の振動などの原因の一つにな

る可能性があると考えられ、挙動の把握が望まれるところである。 

 一方、建築物に使用されているゴム支承の挙動については、約 10 年間におよぶ計測結果１）が報告されて

おり、同報告によれば、25℃の外気温変化に伴い 4mm の鉛直変位が確認されている。 

 今回、橋梁用ゴム支承においても、先の報告にある建築用ゴム支承と同様な外気温度変化による鉛直変位

が発生するのか、また、その挙動（特に鉛直変位）がどのようであるかを把握するため、現地計測を行った

ので、これを報告する。 

２．計測概要 

 計測対象は愛知県内にある供用前の橋梁で冬季，夏季の各１回、30 分毎の状態について一週間の連続計測

を行った。計測の対象と主な計測点等の概要は下記の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－１ 支承部断面図              図－２ 支承部計測点 

・橋梁形式／規模：５径間連続非合成桁橋（３径間鈑桁＋２径間箱桁）／ 50.4+3@53.0+50.3(m) 

・支承形式：分散支承  ・対象支承：A2 側の G3，G4 

・計測時期：冬季・・・2008 年 2 月 22 日～2 月 28 日，夏季・・・2008 年 8 月 29 日～9 月 4 日 

・鉛直変位の計測点：ゴム支承の各側面中央の 4 点 

・温度計測点：外気温（G2，G3 桁中央の桁下 A2 橋台近傍），ゴム支承の各側面中心（表面）の 4 点と左

側面中央の上下点 

３．計測結果 

冬季では支承各測点ともに同様な鉛直変位の時間変化が確認された。一方、夏季では支承前面（橋梁支間

側）は外気温の上昇とともに変位が上昇し、支承後面（橋台側）は外気温の上昇にともない変位が低下する

傾向が確認された。これは、直射日光による橋面温度の上昇が著しく、主桁上方と下方での温度差が大きく

なり、桁が上方に弧を描くように反るために支承が回転することによって、起こった現象と考えられる。こ

のため、外気温変化にともなう支承ゴムの純粋な変位を見いだすことは困難であり、ここでは支承４面の変 
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位を平均することで、これを支承の仮の鉛直変位と仮定した。 

また、外気温と支承表面温度の関係は冬季は 10 時間程度の遅

れが確認されたが、夏季は顕著な時間遅れは確認されなかっ

た。代表的な計測点での冬季，夏季の外気温と鉛直変位の関

係を図－３，４に示す。 

 支承ゴムの線膨張係数については、図－５～７の通り最小

自乗法により下記の値が得られ、冬季と夏季で線膨張係数に

２倍程度の違いが確認された。 

・積層ゴムの実質厚さ ： 26.0mm×7 層＝182.0mm 

・サイズ（立方体）   ： 750mm×750mm 

・面圧力        ： 408.8 N/cm2（Rd＝2,299.3kN） 

・線膨張係数（冬季） ： 1.6×10-4/℃（0.0299／182） 

・線膨張係数（夏季） ： 7.6×10-5/℃（0.014／182） 

・線膨張係数（通期） ： 5.0×10-4/℃（0.0917／182） 

この計測結果における冬季，夏季の線膨張係数の違いの原因

は以下の３点が考えられる。 

①夏季の結果は前述の通り支承の回転の影響があるため正し 

く評価できていない。 

②支承ゴム自体の線膨張係数が非線形の温度依存性を有して

いる。 

③外気温と支承ゴム内部の温度との違い、及び時間遅れに起

因している。 

ここで、夏季の変位計測結果については、支承４面の平均を

採用しているため、多少の誤差は含まれているが、支承の回転

の影響により評価に耐えない程の値を示しているとは考えら

れない。従って、支承ゴム自体の線膨張係数が温度に対して非

線形であるか、または、外気温と支承ゴム内部の温度の違いや

時間遅れにより、見かけの線膨張係数が夏季と冬季で異なった

傾向を示しているものと考えられる。あるいは、その双方が複

合しているともとも考えられる。今回の計測は年間を通しては

行っていないので、その原因を十分には明確にすることができ

なかった。参考までに通期の線膨張係数を使って、普通地方の

鋼上路橋の温度変化にともなう支承の鉛直変位の推定を行う

と下記の通り、約 5mm 発生するものと予想された。 

・温度変化：-10℃ ～ +40℃  ・鉛直変位量：0.0917×50＝4.59mm（ゴム層厚の 2.5%） 

４．終わりに 

 今回の計測により、橋梁のゴム支承においても建築物のゴム支承と同様、外気温変化による鉛直変位が確

認された。しかしながら、その線膨張係数において、冬季と夏季で大きな違いが確認された。今後、この原

因の究明が必要である。最も懸念される伸縮装置上面での段差の発生状況の把握も不十分であったので、今

後は、１年超の長期間にわたる詳細な挙動計測が必要と思われる。 
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図－３ 冬季：外気温と鉛直変位 

図－６ 夏季鉛直変位 

図－７ 通期鉛直変位 
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図－４ 夏季：外気温と鉛直変位 

図－５ 冬季鉛直変位 
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